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コ
ン
ボ
主
催
で
去
る
二
月
二
〇
日
に「「
障

害
者
」
か
ら
「
障
碍
者
」
へ

さ
ら
に
…
〜

「
精
神
障
害
者
」
の
呼
称
と
表
記
を
考
え
る

〜
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、

パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
こ
こ
ろ
の
元

気
＋
」
一
二
月
号
掲
載
の
記
事
と
、
昨
年
一

二
月
三
日
の
朝
日
夕
刊
に
掲
載
さ
れ
た

「「
碍
」
の
字
で
社
会
は
変
わ
る
」
と
い
う

記
事
を
き
っ
か
け
に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

初
の
呼
称
・
表
記
に
関
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

呼
称
・
表
記
の
問
題
が
テ
ー
マ
と
な
る
の

は
初
め
て
で
し
た
が
、
企
画
決
定
後
、
新
政

権
下
で
「
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
」

が
発
足
し
、「
障
害
」
の
表
記
が
議
論
さ
れ

る
こ
と
が
決
ま
り
、
あ
わ
せ
て
文
化
庁
で
改

定
作
業
中
の
常
用
漢
字
へ
、一
般
か
ら「
碍
」

の
追
加
希
望
が
多
か
っ
た
こ
と
が
報
道
さ
れ

た
り
、
直
前
に
は
佐
賀
県
（
古
川
知
事
）
が

「
障
碍
」
表
記
採
用
の
政
府
へ
の
申
し
入
れ

を
発
表
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
誠
に
タ
イ
ム

リ
ー
な
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

会
場
が
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
（
東
京
都

千
代
田
区
平
河
町
）
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
一

般
市
民
の
ほ
か
障
碍
当
事
者
や
医
療
・
福
祉

関
係
者
、
公
務
員
な
ど
全
国
か
ら
一
四
五
人

の
参
加
が
あ
り
、
フ
ロ
ア
と
の
意
見
交
換
も

活
発
で
盛
会
で
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
司
会
の
高
橋
清
久
先

生
（
精
神
・
神
経
科
学
振
興
財
団
理
事
長
）

の
「
私
の
娘
は
統
合
失
調
症
で
す
と
は
言
え

て
も
、
精
神
障
害
者
で
す
と
は
言
え
な
い
と

い
う
人
が
い
ま
す
。
障
害
表
記
問
題
と
あ
わ

せ
て
こ
れ
も
議
論
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
お

話
で
始
ま
り
ま
し
た
。

「
障
害
」
の
表
記
に
つ
い
て
私
か
ら
は
、

第
一
に「
誤
り
は
即
刻
正
す
べ
し
」と
申
し
上

げ
ま
し
た
。
戦
後
の
混
乱
期
に
「
碍
」
が
当

用
漢
字
か
ら
は
ず
れ
、
ま
っ
た
く
意
味
の
異

な
る「
害
」が
誤
用
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る

と
い
う
の
が
定
説
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、「
障
害
者
権
利
条
約
」

呼称と表記を考え
るシンポジウムに
参加して

意見の送り先

特定非営利活動法人 地域精神保健福祉機構（コンボ）

住所：〒２７２―００３１ 千葉県市川市平田３―５―１ トノックスビル２階

FAX：０４７―３２０―３８７１

E―mail：toko@comhbo.net

芦屋家族会会長

豊田 徳治郎



51

の
表
記
な
ど
同
じ
漢
字
圏
で
日
本
は
国
際
的

に
恥
を
か
く
の
で
は
な
い
か
と
も
発
言
し
ま

し
た
。

国
語
学
者
の
當
山
日
出
男
先
生
（
立
命
館

大
学
客
員
研
究
員
）
か
ら
は
、「
碍
」
は
使

用
頻
度
が
少
な
い
の
で
追
加
字
種
の
候
補
に

な
っ
て
い
な
い
が
、
こ
の
字
は
追
加
す
べ
き

で
あ
り
、
使
用
上
は
な
ん
ら
問
題
は
な
い
の

で
ど
ん
ど
ん
使
う
べ
き
と
の
お
話
も
あ
り
ま

し
た
。
誤
用
さ
れ
て
い
る
「
障
害
」
の
使
用

頻
度
を
勘
案
す
れ
ば
、
使
用
頻
度
の
問
題
は

解
決
す
る
の
で
す
が
。

佐
藤
光
源
先
生
（
東
北
福
祉
大
学
大
学
院

教
授
）
は
、
医
学
用
語
で
あ
る
「
精
神
分
裂

病
」
の「
統
合
失
調
症
」へ
の
呼
称
・
表
記
変

更
の
成
果
を
強
調
さ
れ
た
う
え
で
、「
障
碍
」

表
記
を
是
と
し
な
が
ら
も
、
疾
病
と
し
て
の

「
障
害
」
は
残
す
べ
き
と
の
ご
意
見
で
し
た
。

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｈ
Ｂ
Ｏ
の
大
島
巌
代
表
理
事
は
、

医
療
モ
デ
ル
と
し
て
の
「
障
害
」
と
社
会
モ

デ
ル
と
し
て
の
「
障
碍
」
と
を
使
い
分
け
て

は
ど
う
か
と
の
見
解
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

「
精
神
障
害
者
」
の
呼
称
・
表
記
に
つ
い

て
は
、
増
川
信
浩
さ
ん
（
Ｗ
Ｒ
Ａ
Ｐ
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
）
か
ら
全
国
四
五
五
人
の
精
神

障
碍
当
事
者
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
の
発
表
が
あ
り
、「
呼
ば
れ
た
い
呼

び
方
」
の
上
位
が
「
自
分
の
名
前
」、「
当
事

者
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、「
呼
ば
れ
た
く

な
い
呼
び
方
」
は
圧
倒
的
に
「
精
神
病
者
」、

「
精
神
障
害
者
」
が
大
多
数
を
占
め
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

ス
テ
ィ
グ
マ
の
軽
減
、

意
識
の
改
革

私
か
ら
は
、「
精
神
障
害
者
」
と
い
う
言
葉

は
犯
罪
や
不
祥
事
と
セ
ッ
ト
で
大
量
に
使
用

さ
れ
て
き
た
た
め
、
実
態
と
の
乖
離
が
大
き

く
、気
分
一
新
も
兼
ね
て
新
し
い
呼
称
・
表
記

に
変
更
し
て
は
ど
う
か
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。

よ
り
ソ
フ
ト
な
表
現
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

雇
用
の
促
進
、
ひ
い
て
は
ス
テ
ィ
グ
マ
の
軽

減
に
よ
る
国
民
意
識
の
変
革
に
も
つ
な
が
る

だ
ろ
う
と
の
思
い
か
ら
で
す
。

内
閣
府
で
は
、「
障
が
い
者
制
度
改
革
推

進
会
議
」
が
進
行
中
で
す
が
「
障
害
」
表
記

と
あ
わ
せ
て
「
精
神
障
害
者
」
の
呼
称
・
表

記
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。「
名

は
体
を
表
す
」
と
い
い
ま
す
。
呼
称
や
表
記

と
い
っ
た
身
近
な
問
題
を
媒
体
と
し
て
全
国

の
一
般
市
民
が
障
碍
に
関
心
を
持
ち
、
世
論

の
支
持
を
得
な
が
ら
遅
れ
て
い
る
日
本
の
障

碍
者
福
祉
が
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
変
革
を
と

げ
る
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。

このコラムでは、不定期に、最近話題になっている精神保健や医療、福祉に関わる事柄を皆さんに提供
いたします。ここでは、なるべく私たちの生活に直結する話題を扱って、ホットな情報をお伝えできれば
と考えております。
けれど、情報の提供は一方的ではなく、双方向であることが必要です。読者のみなさまのご意見も投稿

の形で積極的に頂きたいです。そして、皆さんの考えも今後の紙面に反映させていければと考えています。

活発な議論が行われたシンポジウム当日の様子


